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12月定例会

一般会計補正予算などを可決
和光市部設置条例を修正可決

　平成22年12月定例会が12月2日から
12月16日までの15日間にわたって開か
れ、市長提出議案10件、議員提出議案2
件、請願3件、陳情1件について審議しま
した。そのあらましをお知らせします。

和
光
市
部
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て�

（
修
正
可
決
）

　

効
率
的
な
事
務
の
運
営
及
び

窓
口
の
利
便
性
向
上
の
た
め
上

程
さ
れ
ま
し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ

青
少
年
課
を
教
育
委
員
会
に
移

管
す
る
と
い
う
修
正
案
を
可
決

し
ま
し
た
。

和
光
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
定

め
る
こ
と
に
つ
い
て�

�

（
継
続
審
査
）

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
お
け

る
健
全
な
財
政
運
営
を
図
る
た

　平成22年度の和光市一般会計補正予算は、歳入歳出それぞれに
3億3,788万9千円を追加し、総額を223億4,609万5千円としました。

会計名 補正額 補正後の金額

一 般 会 計 3億3,788万9千円 223億4,609万5千円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 4,802万0千円 66億0,500万4千円

後 期 高 齢 者 医 療 158万1千円 4億8,321万2千円

介 護 保 険 △40万2千円 25億0,921万3千円

平成22年度各会計補正予算額� ※百の位は四捨五入　△は減額

め
に
、
国
民
健
康
保
険
税
の
税

率
等
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
審
査
を
行

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

和
光
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て�

（
可
決
）

　

下
水
道
使
用
料
を
19
・
43
％

の
改
定
率
で
見
直
す
こ
と
に
よ

り
、
下
水
道
事
業
の
健
全
な
財

政
運
営
を
図
る
も
の
で
す
。

和
光
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を

定
め
る
こ
と
に
つ
い
て（
可
決
）

　

平
成
18
年
度
か
ら
指
定
管
理

者
で
管
理
運
営
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
変

化
や
費
用
対
効
果
等
の
観
点
か

ら
市
が
直
接
運
営
す
る
方
法
に

変
更
す
る
も
の
で
す
。

和
光
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

管
理
を
行
わ
せ
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て�

（
可
決
）

　

平
成
23
年
度
か
ら
シ
ン
コ
ー

ス
ポ
ー
ツ
・
サ
ン
ワ
ッ
ク
ス
共

同
事
業
体
に
指
定
管
理
者
を
指

定
す
る
も
の
で
す
。

●�和光市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一
部を改正する条例を定めることについて（可決）
　議員の期末手当の年間支給月数を0.2月引き下げ、合計で3月分
となります。
●�市長及び副市長と教育委員会教育長の給与等に関する条例の一
部を改正する条例を定めることについて（可決）
　給料月額を1万円減額し、82万7,000円（市長）・71万5,000円（副
市長）・68万3,000円（教育長）とします。期末手当の年間支給月数を
0.2月引き下げ、合計で3.85月分となります。
●�職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例を定めること
について（可決）
　人事院勧告を準拠し、国に準じて給料を引き下げるものです。改
正の要点は、職員給料表の改正・55歳を超える職員の給与等の抑制
措置・期末手当及び勤勉手当等の改正・一般職の任期付職員の採用
等に関する条例改正です。

和光市議会第2回臨時会を開催しました

第四次和光市総合振興計画基本構想案を
修正可決しました

　総合振興計画とは、平成23年度から平成33年度までの10年間の和光
市の将来ビジョンを定め、市民の皆さんと一緒にまちづくりを進めて
いくために策定された計画です。

市民説明会の様子

　和光市議会では、9月定例会で閉会中の継続審査となった第四次和光市総合振興計
画基本構想を定めることについてを審査するために、全議員で構成した特別委員会
を設置し、審査を行いました。内容については、分科会に分かれてそれぞれ担当部署
を審査し、審査結果は修正可決になりました。
　また、11月13日（土）市役所502会議室において、第四次基本構想審査特別委員会で
審査した内容について市民説明会を開催しました。

　平成22年11月6日（土）に中央公民館において和光市議会基本条例（案）の報告会を
開催しました。

●和光市議会基本条例を定めることについて（可決）
　議会運営に関する基本的な取り組みを定めた議会基本条例を制定しました。

（詳しくは、市議会だより№70をご覧ください）
●和光市議会会議規則の一部を改正する規則を定めることについて（可決）
　和光市議会基本条例の制定に伴い、協議又は調整を行う場として全員協議会を位
置づけるものです。

報告会、パブリックコメント等を経て、
議員提出議案として可決しました

和 光 市 議 会 基 本 条 例

報告会の様子

　主な内容としては、生活保護者増加のための扶助費として9,749万4千円
の増加、中央第二谷中土地区画整理組合活動支援費として1億4,480万円、
地権者との交渉が進み、道路工事及び移転補償が進んだための経費です。
　そのほか、特別会計の補正予算額は下表のとおりです。

補正
予算
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　12月9日から14日までの4日
間に、市政に対する一般質問
が行われました。今回は16名
の議員が発言しました。
　議員の質問の概要は次のと
おりです。詳細な質問および
市長以下関係部長の答弁は、2
月中旬、市ホームページから見
ることができます。�（発言順）

問
：
自
主
財
源
確
保
の
た
め
に
市
債

の
発
行
等
は
で
き
な
い
か
。
総
務
省

は
反
対
だ
と
思
う
が
、
法
的
に
は
可

能
だ
と
思
う
。
そ
れ
に
伴
っ
て
条
例

化
は
で
き
な
い
か
。

総
務
部
長
：
地
方
債
制
度
に
つ
い
て

は
、協
議
制
度
へ
の
移
行
が
図
ら
れ
、

市
は
県
へ
の
協
議
を
経
た
上
で
、
あ

ら
か
じ
め
議
会
に
報
告
す
る
こ
と
に

よ
り
、
県
の
同
意
を
得
ず
に
地
方
債

を
発
行
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
協
議
を
行
わ
ず
地
方

債
を
起
こ
す
行
為
は
無
効
と
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
自
主
財

源
と
し
て
の
地
方
債
の
発
行
は
制
度

上
難
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　

こ
の
ほ
か
、道
路
行
政
、農
業
行
政
、

公
営
企
業
法
、特
別
交
付
税
、雪
害
対

策
、地
方
債
、債
務
負
担
行
為
、個
人
家

庭
保
育
な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

財
政

問
：
そ
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
見
通

し
は
。

建
設
部
長
：
平
成
22
年
8
月
に
開
催

予
定
で
あ
っ
た
概
略
個
別
換
地
説
明

会
を
、
設
計
図
の
見
直
し
を
検
討
し

て
お
り
、
平
成
23
年
10
月
と
す
る
予

定
で
す
。

　

事
業
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
県
の
認
可
を
受
け
て
い
ま
す
の

で
、
県
と
協
議
し
な
が
ら
、
平
成
23

年
2
月
ご
ろ
ま
で
に
は
方
向
を
出
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
ほ
か
、
行
政
経
営
方
針
の
変

更
、第
四
次
総
合
振
興
計
画
の
総
括
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
申
請
状
況
、

市
道
61
号
線
（
く
ら
や
み
坂
下
）
下

の
埋
設
水
道
管
に
つ
い
て
の
質
問
を

し
ま
し
た
。

駅
北
口
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て

問
：
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
や
内
容
、
財

政
数
値
の
持
つ
意
味
に
つ
い
て
、
市

民
参
加
で
の
策
定
に
お
い
て
理
解
を

求
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

る
。
さ
ら
に
、
両
者
を
連
携
さ
せ
る

の
か
、
別
々
に
検
討
す
る
の
か
、
考

慮
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長
：
財
政
白
書
な
ど
を
通
し

て
市
の
財
政
状
況
を
調
査
・
研
究
し

て
い
か
な
い
限
り
、
実
態
に
即
し
た

健
全
財
政
条
例
は
策
定
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
市
民
参
加
の
手

法
、
ま
た
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
や

位
置
付
け
を
総
合
的
に
考
え
る
と
、

別
々
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
適
切

と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
ロ
ン
グ
ビ
ュ
ー
市
と

の
交
流
な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

「
財
政
白
書
」と「
健
全
財
政
条

例
」の
策
定
の
進
め
方
に
つ
い
て

問
：
今
回
和
光
市
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
が
行
わ
れ
、
防
災
ア
セ
ス
メ

ン
ト
調
査
の
結
果
が
出
さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
こ
の
調
査
に
よ
る
被
害

想
定
の
結
果
と
、
災
害
時
に
公
助
が

機
能
す
る
ま
で
の
間
の
地
域
の
自
助

活
動
の
課
題
を
伺
う
。

総
務
部
長
：
地
震
に
よ
る
被
害
想

定
は
、
被
害
者
が
1
万
5
、1
5
2

名
、
死
者
が
62
名
、
建
物
の
倒
壊
棟

数
が
2
、3
3
1
棟
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
供
給
等
の
支
障
率
は
、
水
道
が

64
・
7
%
、
下
水
道
が
19
・
5
%
、
都

市
ガ
ス
が
1
0
0
％
、
電
力
が
13
・

4
％
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
復
旧
日

数
を
算
出
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

災
害
時
に
自
力
で
避
難
が
困
難
な
高

齢
者
等
が
速
や
か
に
避
難
で
き
る
よ

う
対
象
者
の
早
急
な
把
握
が
課
題
で

あ
り
、
現
在
庁
内
で
検
討
を
始
め
て

お
り
ま
す
。

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
後
の
被

害
想
定
の
結
果
と
課
題
に
つ
い
て

問
：
現
在
限
ら
れ
た
曜
日
、
時
間
帯

で
行
わ
れ
て
い
る
公
民
館
図
書
室
の

貸
出
業
務
を
、
公
民
館
職
員
が
行
う

こ
と
で
閲
覧
時
間
帯
の
拡
大
は
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
公
共
施
設
に
返
却

ボ
ッ
ク
ス
の
増
設
は
で
き
な
い
か
。

教
育
部
長
：
貸
出
業
務
の
拡
大
は
、

現
在
、
館
長
会
議
を
開
き
ま
し
て
調

整
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
最
後
の
調

整
が
済
ん
だ
ら
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
現
状
で
す
。

　

返
却
ボ
ッ
ク
ス
は
、
事
前
に
他
の

部
局
と
調
整
を
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
も
返
却
で
き

な
い
か
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
文
化
財
保
護
、
学
校

給
食
、
緑
地
保
全
、
立
哨
指
導
員
、

道
路
構
造
基
準
な
ど
の
質
問
を
し
ま

し
た
。

公
民
館
図
書
室
の
貸
出
業
務
拡

大
と
返
却
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置

6

問
：
市
街
化
調
整
区
域
で
あ
る
下
新

倉
五
・
六
丁
目
に
つ
い
て
、
今
の
ま

ま
で
推
移
す
る
よ
り
は
、
市
街
化
区

域
へ
編
入
し
、
良
好
な
市
街
地
を
形

成
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

建
設
部
長
：
市
街
化
区
域
へ
の
編
入

に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
が
決
定
権
者

で
あ
り
、
国
土
交
通
大
臣
の
同
意
を

要
し
、
ま
た
、
各
大
臣
と
の
調
整
等

を
経
て
決
定
さ
れ
ま
す
。編
入
の
際
、

用
途
地
区
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
目

指
す
市
街
地
形
成
に
向
け
、
最
も
適

切
な
用
途
地
域
を
指
定
し
て
い
く
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

　

こ
の
ほ
か
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実

現
度
に
つ
い
て
、
ま
た
農
道
の
補
修

に
つ
い
て
、
特
に
新
倉
四
丁
目
、
坂

下
土
地
改
良
区
内
の
砂
利
道
に
つ
い

て
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

下
新
倉
五
・
六
丁
目
を
市
街

化
区
域
へ

問
：
苦
情
等
調
停
委
員
会
の
設
置
か

ら
約
3
年
、
初
め
て
市
民
か
ら
申
し

立
て
が
あ
っ
た
が
、
委
員
会
の
対
応

と
経
緯
か
ら
の
課
題
と
今
後
の
体
制

整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

企
画
部
長
：
本
年
6
月
に
申
し
立
て

を
受
け
、
8
月
に
申
し
立
て
内
容
の

不
明
な
点
に
つ
い
て
の
申
し
立
て
を

受
理
し
、
11
月
に
委
員
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
人
選
の
選
考
や
日
程
の
調

整
の
た
め
、
開
催
時
期
が
遅
れ
た
こ

と
は
事
実
で
す
。
ま
た
、
今
回
の
苦

情
等
調
停
委
員
会
の
状
況
か
ら
、
所

掌
事
務
等
を
含
め
た
要
綱
内
容
の
見

直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
事
務
フ

ロ
ー
な
ど
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
、
苦
情
処
理
の
適
切
な
対
応
に
努

め
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
予
算
編
成
、
財
政
白

書
、
新
設
校
、
図
書
館
、
景
観
な
ど

の
質
問
を
し
ま
し
た
。

苦
情
処
理
体
制
の
整
備

市政に対する

一般質問

議
員
定
数
と

報
酬
に
つ
い
て
の
考
え
方

市
議
会
議
長　

野
口
保

　

議
員
定
数
及
び
報
酬
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
先
の
平
成
19
年

改
選
選
挙
直
後
か
ら
議
会
改
革
の

関
連
事
項
と
し
て
議
会
運
営
委
員

会
で
審
議
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
審
議
の
主
な
要
点
と
し
て
議

会
と
は
、
地
方
公
共
団
体
必
置
の

機
関
で
あ
り
住
民
の
信
任
の
下
、

地
域
住
民
の
多
様
な
意
見
を
行
政

に
的
確
に
反
映
す
る
た
め
の
機
関

で
、
議
論
を
し
て
き
た
結
果
、
和

光
市
の
人
口
・
地
勢
・
財
政
規
模

及
び
委
員
会
の
構
成
等
を
考
慮
し

て
4
名
減
の
18
名
と
す
る
結
論
と

な
り
、
平
成
20
年
9
月
議
会
に
議

員
提
案
で
定
数
削
減
案
を
提
出
し

た
も
の
で
す
。

　

ま
た
報
酬
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
多
様
な
層
の
幅
広
い
住
民
が

議
員
と
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
報

酬
引
上
げ
の
意
見
や
、
市
の
財
政

事
情
、
現
在
の
社
会
情
勢
を
考
慮

し
て
現
状
維
持
等
、
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
が
結
論
に
は

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

市
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
報
酬

審
議
会
は
議
員
報
酬
に
つ
い
て
月

額
1
万
円
の
減
額
答
申
で
し
た

が
、
市
長
は
定
数
削
減
ま
で
の
経

緯
と
今
後
の
議
会
論
議
を
考
え

て
、
月
額
報
酬
に
つ
い
て
は
見
送

り
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
人

事
院
勧
告
を
受
け
て
期
末
手
当
は

減
額
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
は
代
表
者
会
議
、
全
員
協

議
会
等
で
現
在
、
議
論
を
い
た
し

て
お
り
、
結
論
を
示
し
て
ま
い
り

ま
す
。

6　

予
算
配
当
、
基
金
や
歳
計
現
金
の

運
用
な
ど
の
年
間
を
通
し
た
資
金
計
画

を
作
成
し
、
執
行
計
画
に
即
し
た
予
算

執
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

7　

ヤ
リ
ク
リ
大
作
戦
の
実
態
を
検
証

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
効
果
の

捕
ら
え
方
に
よ
っ
て
、
検
証
の
判
断
が

大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
効
果
額
が

検
証
可
能
な
も
の
と
し
て
、
投
資
的
事

業
、
臨
時
的
事
業
、
経
常
的
事
業
に
計

上
さ
れ
て
い
る
消
耗
品
費
及
び
備
品
購

入
費
を
中
心
に
ヤ
リ
ク
リ
大
作
戦
の
効

果
を
検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。

8　

市
で
は
、
予
防
医
療
に
関
し
て
朝

霞
地
区
医
師
会
と
朝
霞
保
健
所
管
内
保

健
衛
生
業
務
研
究
会
事
務
部
会
で
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
朝
霞
地

区
4
市
で
統
一
し
て
朝
霞
地
区
医
師
会
と

内
容
や
時
期
、
料
金
設
定
等
の
折
衝
及

び
契
約
を
行
い
、
決
定
さ
れ
た
内
容
に

つ
い
て
は
、
す
べ
て
和
光
市
内
開
業
医

（
医
師
会
員
）へ
周
知
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
朝
霞
地
区
医
師
会
和
光
支
部

と
協
議
し
、
市
内
開
業
医
と
の
意
見
交

換
の
場
を
設
け
る
こ
と
も
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

9　

国
か
ら
交
付
さ
れ
た
雇
用
対
策
費

に
つ
い
て
は
、
本
事
業
の
有
効
性
を
十

分
吟
味
し
な
が
ら
、
活
用
で
き
る
財
源

を
最
大
限
に
活
用
し
、
緊
急
雇
用
対
策

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
業
務
を
委
託

す
る
場
合
に
お
け
る
委
託
先
の
選
定
に

当
た
っ
て
は
、
適
切
な
事
業
所
を
選
定

し
て
ま
い
り
ま
す
。

10　

預
金
取
引
を
し
て
い
る
金
融
機
関

の
状
況
を
踏
ま
え
、
基
本
的
に
は
3
ヶ

月
の
定
期
性
預
金
で
運
用
を
行
っ
て
お

り
、
預
け
入
れ
る
際
は
、
資
金
の
分
散

化
を
図
る
な
ど
リ
ス
ク
管
理
に
努
め
な

が
ら
運
用
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

資
金
の
運
用
を
す
る
際
は
、
金
融
機
関

の
経
営
状
況
の
把
握
に

努
め
な
が
ら
選
定
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

9
月
に
行
わ
れ
た
決
算
審
査
特
別
委

員
会
で
の
指
摘
事
項
に
つ
い
て
、市
長
か

ら
そ
の
改
善
策
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

1　

協
働
指
針
は
、
今
後
見
直
し
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

 

市
民
協
働
推
進
セ
ン
タ
ー
は
開
所
か

ら
2
年
経
過
し
ま
し
た
が
、
市
民
へ
の

浸
透
は
不
十
分
で
あ
る
と
の
認
識
に
基

づ
き
、「
市
民
と
市
と
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」
が
加
速
す
る
よ
う
、
適

切
な
役
割
分
担
に
基
づ
い
た
効
果
的
な

事
業
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

2　

平
成
22
年
度
の
事
務
事
業
の
執
行

に
当
た
り
、
経
費
節
減
の
徹
底
を
図
る

と
と
も
に
、
契
約
差
金
に
よ
る
不
用
額

に
つ
い
て
は
、
最
終
見
込
み
の
十
分
な

検
証
を
行
い
、
適
切
な
時
期
に
予
算
の

減
額
補
正
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

必
要
な
経
費
が
発
生
し
た
場
合
は
、議
会

の
議
決
に
付
し
、
予
算
の
適
正
な
執
行

と
透
明
性
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

3　

不
用
額
の
要
因
分
析
な
ど
を
行

い
、
実
態
に
即
し
た
適
切
な
予
算
計
上

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

4　

市
税
の
収
納
方
法
は
、
個
人
個

人
の
実
情
に
応
じ
た
納
税
相
談
を
実
施

し
、
納
税
者
の
生
活
実
態
に
配
慮
し
な

が
ら
、
必
要
に
応
じ
た
分
割
納
付
・
徴

収
猶
予
・
滞
納
処
分
停
止
等
の
対
応
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

納
税
相
談
は
、
納
税
者
の
利
便
性
を

考
え
、
必
要
に
応
じ
た
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。

5　

今
般
の
経
済
不
況
に
よ
る
予
測
を

超
え
た
深
刻
な
税
収
の
減
少
な
ど
、
不

測
の
事
態
に
備
え
る
た
め
に
、
あ
る
程

度
の
調
整
期
間
は
要
し
ま
す
が
、
当
該

基
金
の
残
高
と
し
て
適
当
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
標
準
財
政
規
模
の
5
%
か
ら

10
％
の
額
を
確
保
す
る
こ
と
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
指
摘

事
項
に
対
す
る
改
善
策（
要
約
）

1

2

3

5

6

7

4

山
本
軍
四
郎

（
社
会
民
主
党
）

並
木
修
二

（
和
光
市
民
ネ
ッ
ト
）

菅
原
満

（
民
主
党
）

西
川
政
晴

（
新
し
い
風
）

須
貝
郁
子

（
新
し
い
風
）

齊
藤
秀
雄

（
緑
風
会
）

荻
野
比
登
美

（
和
光
市
民
ネ
ッ
ト
）
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問
：
地
場
野
菜
の
調
達
方
法
、
活
用

割
合
、
価
格
の
設
定
に
つ
い
て
。

教
育
長
：
学
校
給
食
用
物
資
は
安

心
・
安
全
が
第
一
で
あ
り
、
納
入
業

者
と
し
て
適
当
か
協
議
検
討
さ
れ
、

指
定
さ
れ
た
後
、
契
約
を
交
わ
し
ま

す
。
現
在
は
、
J
A
あ
さ
か
野
と
契

約
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。

　

和
光
市
学
校
給
食
に
お
け
る
地
場

産
野
菜
の
活
用
割
合
は
、
平
成
21
年

度
で
30
・
5
％
、
価
格
は
築
地
、
高

島
平
市
場
の
中
値
を
参
考
に
協
議
、

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
場
合
に

よ
っ
て
は
話
し
合
い
で
調
整
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
第
四
次
総
合
振
興
計

画
、
来
年
度
予
算
等
に
か
か
る
財
源

に
つ
い
て
質
問
を
し
ま
し
た
。

地
場
野
菜
の
学
校
給
食
へ

の
活
用
は

問
： 

限
ら
れ
た
和
光
市
の
土
地
に

ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
ば
か
り
建

設
さ
れ
る
と
子
育
て
世
代
や
高
齢
者

が
住
め
る
住
宅
ス
ト
ッ
ク
が
な
く
な

り
、
人
口
構
成
が
偏
っ
て
し
ま
う
。

都
内
で
事
例
の
あ
る
ワ
ン
ル
ー
ム
マ

ン
シ
ョ
ン
規
制
条
例
を
制
定
し
て
は

ど
う
か
。

建
設
部
長
：
フ
ァ
ミ
リ
ー
形
式
の
住

戸
を
誘
導
す
る
地
区
計
画
等
の
導
入

が
有
効
な
手
法
の
一
つ
に
な
る
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
駅
北
口
地
区
内
は

地
権
者
の
意
向
を
勘
案
し
な
が
ら
導

入
を
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

企
画
部
長
：
世
代
の
偏
り
が
な
い
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
今

後
の
検
討
課
題
の
一
つ
に
な
る
と
考

え
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、シ
テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
、

広
報
モ
ニ
タ
ー
制
度
な
ど
の
質
問
を

し
ま
し
た
。

定
住
型
都
市
を
目
指
し
ワ
ン
ル
ー

ム
マ
ン
シ
ョ
ン
規
制
条
例
を

問
：「
和
光
市
食
育
推
進
計
画
」が
策
定

さ
れ
た
が
、食
育
の
具
体
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、市
民
団
体
と
連
携
し
、公
民

館
、ア
グ
リ
パ
ー
ク
等
を
活
用
し
た「
食

育
講
座
」を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長
：
平
成
21
年
度
、公
民
館

で
は
地
元
で
取
れ
た
農
作
物
を
利

用
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
食
に
関
す
る
講

座
、
教
室
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、食
育
を
推
進
し
て
い
る
団

体
と
連
携
し
た
講
座
を
開
け
る
か
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
環
境
部
長
：
ア
グ
リ
パ
ー
ク
で

農
産
物
を
加
工
品
と
し
て
使
う
場
合

は
、
衛
生
面
・
安
全
面
が
確
保
さ
れ

れ
ば
新
た
な
事
業
の
拡
充
と
し
て
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
振
り
込
め
詐
欺
対
策

な
ど
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
、
子
ど
も

の
健
康
、
駐
車
場
対
策
な
ど
の
質
問

を
し
ま
し
た
。

市
民
団
体
と
連
携
し
た「
食

育
講
座
」の
実
施
を

問
：
子
育
て
世
代
に
保
育
料
が
大
き

な
負
担
に
な
っ
て
い
る
中
、
平
成
23

年
4
月
実
施
予
定
の
保
育
料
の
改
定

に
よ
る
利
用
者
へ
の
負
担
増
は
ど
の

程
度
か
。

保
健
福
祉
部
長
：
低
所
得
者
層
に
つ

い
て
は
現
行
の
ま
ま
も
し
く
は
値
上

げ
幅
を
低
く
抑
え
て
あ
り
ま
す
。
市

の
収
入
は
在
園
児
童
の
保
護
者
の
所

得
階
層
に
よ
り
違
い
ま
す
が
、
主
食

代
1
、0
0
0
円
の
徴
収
も
含
め
て

約
2
、3
0
0
万
円
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
独
自
配
置
の
専
科

補
助
教
員
や
図
書
館
ア
ド
バ
イ
ス
等

の
継
続
配
置
、公
契
約
条
例
の
制
定
、

小
規
模
契
約
登
録
制
度
の
拡
充
、
市

職
員
の
労
働
実
態
、
公
園
整
備
、
介

護
施
設
で
の
事
故
の
対
応
な
ど
の
質

問
を
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
4
月
実
施
予
定
の
保
育

料
の
値
上
げ
に
よ
る
負
担
増
は

問
：
樹
林
公
園
に
は
赤
松
、
黒
松
、

杉
な
ど
の
樹
木
が
生
息
し
、
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
る
が
、
赤
松
の
立
ち

枯
れ
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。
市
で
は

ど
の
よ
う
に
把
握
し
対
応
す
る
の
か
。

建
設
部
長
：
樹
林
公
園
の
松
く
い
虫

に
よ
る
松
枯
れ
は
近
年
多
数
見
ら

れ
、赤
松
保
護
は
緊
急
の
課
題
で
す
。

当
面
の
対
処
方
法
と
し
て
は
、
早
急

な
枯
れ
木
の
伐
採
処
分
を
行
い
、
拡

散
防
止
や
倒
木
に
よ
る
事
故
を
未
然

に
防
ぎ
、
公
園
利
用
者
の
安
全
性
の

確
保
と
樹
林
景
観
を
保
持
で
き
る
よ

う
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
福
祉
行
政
、
不
妊
治

療
に
補
助
を
、
子
宮
頸
が
ん
等
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
助
成
、
み
な
み
保
育

園
前
に
信
号
機
設
置
を
、
市
民
負
担

を
増
や
す
下
水
道
料
金
改
定
に
つ
い

て
質
問
を
し
ま
し
た
。

樹
林
公
園
の
赤
松
の
立
ち
枯
れ

に
つ
い
て
市
の
対
応
を
伺
う

問
：
市
は「
補
助
費
は
、
公
益
性
等

に
つ
い
て
統
一
的
な
判
断
基
準
を
定

め
る
。
扶
助
費
は
、
真
に
必
要
な
場

合
で
あ
っ
て
も
適
正
な
負
担
割
合
を

定
め
、市
の
財
政
負
担
が
必
要
最
小

限
の
も
の
に
な
る
よ
う
見
直
す
。結

果
は
11
月
下
旬
に
公
表
し
、廃
止
や

縮
減
に
よ
る
効
果
を
予
算
に
反
映
す

る
」と
し
て
い
る
が
、い
ま
だ
に
公
表

し
て
い
な
い
。
実
施
計
画
、
予
算
編

成
が
で
き
て
か
ら
で
は
遅
い
。早
期

公
表
を
。

企
画
部
長
：
補
助
・
扶
助
事
業
の
見

直
し
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
実
施

計
画
、
予
算
と
密
接
に
関
連
し
て
い

る
部
分
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら

と
あ
わ
せ
公
表
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
行
政
評
価
、
協
働
の

推
進
に
つ
い
て
な
ど
の
質
問
を
し
ま

し
た
。

市
民
生
活
に
多
大
な
影
響「
補

助
・
扶
助
事
業
の
見
直
し
」

問
：
ア
ト
ム
通
貨
は
、
早
稲
田
・
高

田
馬
場
で
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育

み
、
商
店
街
を
活
性
化
す
る
た
め
に

「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

と
し
て
生
ま
れ
た
地
域
通
貨
で
す
。

和
光
市
商
工
会
で
も
平
成
23
年
度
導

入
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
立
ち
上

げ
時
に
市
の
支
援
を
。

市
民
環
境
部
長
：
市
で
も
、
平
成
23

年
度
か
ら
実
施
予
定
と
伺
っ
て
い
ま

す
の
で
、
具
体
的
な
事
業
内
容
に
つ

い
て
連
絡
を
密
に
行
い
、
商
工
会
の

意
向
を
伺
い
な
が
ら
事
業
の
周
知
や

活
動
等
を
含
め
た
支
援
の
仕
方
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
高
齢
化
、
地
球
温
暖

化
対
策
、
脳
脊
髄
液
減
少
症
な
ど
の

質
問
を
し
ま
し
た
。

地
域
通
貨（
ア
ト
ム
通
貨
）の

発
行
事
業
に
市
の
支
援
を

問
：
新
設
校
の
建
設
位
置
を
下
新
倉

児
童
セ
ン
タ
ー
と
保
育
ク
ラ
ブ
の
敷

地
を
含
め
た
街
区
と
決
定
し
た
が
、

そ
の
用
地
確
保
は
市
を
挙
げ
て
誠
意

を
持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
だ
と
思
う

が
、
そ
の
進
捗
状
況
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
審
議
監
：
現
在
、

小
学
校
建
設
検
討
委
員
会
の
報
告
を

終
え
、各
地
権
者
宅
を
訪
問
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
各
地
権
者
に

は
小
学
校
建
設
へ
の
ご
理
解
、ご
協
力

が
得
ら
れ
る
よ
う
、条
件
等
も
含
め
対

応
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
長
：
学
校
用
地
確
保
は
、
ト
ー
タ

ル
で
皆
様
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
全
力
で
全
庁
を
挙
げ
て
そ
の
交

渉
に
当
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、来
年
度
予
算
、保
育
園

待
機
児
解
消
、国
保
、介
護
保
険
、市

内
業
者
の
仕
事
確
保
、公
園
設
置
、下

水
道
整
備
な
ど
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

新
し
い
小
学
校
建
設
の
実

現
を

問
：
来
年
度
か
ら
5
年
間
で
区
画
整

理
事
業
に
93
億
円
余
り
を
費
や
す
一

方
で
、
国
民
健
康
保
険
税
や
下
水
道

料
金
、
保
育
料
等
の
負
担
増
を
市
民

に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
区
画
整
理

事
業
も
大
切
だ
と
思
う
が
事
業
期
間

を
延
長
す
る
な
ど
財
政
運
営
を
問
う
。

企
画
部
長
：
今
の
社
会
経
済
状
況
で

市
民
に
負
担
を
求
め
る
の
は
厳
し
い

と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、市
の
厳
し
い

財
政
状
況
か
ら
現
状
の
ま
ま
で
は
こ

れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
続
け
ら
れ
な

い
状
況
で
す
。そ
の
た
め
に
す
べ
て
の

区
画
整
理
事
業
を
犠
牲
に
す
る
の
で

は
な
く
、今
ま
で
長
年
に
わ
た
り
据

え
置
い
て
き
た
負
担
を
見
直
し
、あ
る

程
度
市
民
に
も
ご
負
担
い
た
だ
き
な

が
ら
、事
業
の
選
択
と
集
中
を
行
い
つ

つ
、市
民
の
要
望
を
総
合
的
に
展
開
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
今

の
状
況
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

暮
ら
し
を
犠
牲
に
す
る
財

政
運
営
の
あ
り
方
を
問
う

市民建設常任委員会

10月26日（火）�福島県三春町
三春町大町地区のまち並み形成に
至る経緯、取り組みについて

10月27日（水）�宮城県多賀城市
多賀城駅周辺土地区画整理事業に
ついて

行政視察
レポート

三春町での現地視察の様子

意見書
（要約）

　

提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
の
う
ち
可
決
さ

れ
た
も
の
は
、意
見
書
と
し
て
、内
閣
総
理

大
臣
を
は
じ
め
、関
係
各
大
臣
へ
送
付
し
ま

し
た
。

切
れ
目
な
い
中
小
企
業
支
援
及
び

金
融
支
援
策
を
求
め
る
意
見
書

�

（
可
決
）

　

現
在
、
中
小
企
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
消
費
の
低
迷
、
デ
フ

レ
に
伴
う
低
価
格
競
争
、
急

激
な
円
高
な
ど
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
ま
す
。
よ
っ

て
、
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
支

援
策
と
し
て
、
2
0
1
0
年
度

末
（
2
0
1
1
年
3
月
）
で
期

限
切
れ
と
な
る
中
小
企
業
金
融

円
滑
化
法
と
緊
急
保
証
制
度
を

再
延
長
し
、
保
証
枠
を
拡
大
す

る
こ
と
、
成
長
分
野
の
事
業
に

取
り
組
も
う
と
す
る
中
小
企
業

を
支
援
す
る
た
め
、
官
民
フ
ァ

ン
ド
（
産
業
革
新
機
構
）
を
有

効
活
用
し
、
資
金
の
提
供
を
積

極
的
に
行
う
こ
と
を
早
急
に
決

定
・
実
施
す
る
よ
う
強
く
求
め

ま
す
。

T
P
P
に
参
加
せ
ず
、
日
本
農

業
の
再
生
を
求
め
る
意
見
書

�

（
否
決
）

　

内
閣
は
、
例
外
な
し
の
関
税

撤
廃
を
原
則
と
す
る
T
P
P

（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携

協
定
）
参
加
へ
の
道
を
つ
き
進

ん
で
い
ま
す
。

　

農
業
を
壊
滅
さ
せ
、
関
連
産

業
、
地
域
経
済
な
ど
に
打
撃
を

与
え
る
T
P
P
に
参
加
し
な
い

こ
と
。
ま
た
、
農
業
の
再
生
と

食
料
自
給
率
の
向
上
を
強
く
求

め
る
も
の
で
す
。

決議
（要約）

　

提
出
さ
れ
た
決
議
は
、全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。内
容
は
、次
の

と
お
り
で
す
。

北
朝
鮮
に
よ
る
韓
国（
延
坪
島
）へ
の
砲
撃
に
対
す
る
抗
議
決
議

　

北
朝
鮮
は
、
11
月
23
日
、
韓
国
の
延
坪
島
に
対
し
て
砲
撃
を
行
い
、

韓
国
軍
と
の
間
で
交
戦
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
に
お
い
て
は
、
国
際
社
会
と
緊
密
に
協
調
し
、
北
朝
鮮
に
対
す

る
新
た
な
制
裁
措
置
等
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
北
朝
鮮
に
対
す
る

国
際
的
な
圧
力
を
高
め
る
た
め
、
韓
国
及
び
米
国
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
国
と
の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
軍
事
的
紛
争
を
避

け
る
よ
う
一
層
の
努
力
を
尽
く
す
こ
と
を
求
め
ま
す
。

9

10

11

8

13

14

15

12

16

堀
文
雄

（
緑
風
会
）

井
上
航

（
新
し
い
風
）

村
田
富
士
子（

公
明
党
）

熊
谷
二
郎（

日
本
共
産
党
）

上
野
君
子（

日
本
共
産
党
）

阿
部
か
を
る（

公
明
党
）

斉
藤
克
己

（
公
明
党
）

佐
久
間
美
代
子

（
日
本
共
産
党
）

吉
田
け
さ
み

（
日
本
共
産
党
）
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議案の結果 定例会及び臨時会で審議された議案の採決結果です。
〇：賛成　×：反対

聴覚障害のある方へ

本会議の傍聴を手話通訳、
要約筆記でどうぞ

　耳の不自由な方で本会議の傍聴を希望され
る方には、手話通訳者または要約筆記者を手
配することができます。（派遣費用は無料です）
　傍聴をご希望の方は、あらかじめ議会事務
局庶務担当へご連絡ください。

■FAX番号 463-2835
■Eメール i0100@city.wako.lg.jp

編 集 委 員 会

目の不自由な方のために、市議会だよりを朗読録音したカセットテープを貸出しています。希望する方は、総合福祉会館（☎452-7600）までご連絡ください。

平成22年第2回臨時会（11月26日）
 会派名

市長提出議案

緑

風

会

日
本
共
産
党

公

明

党

新
し
い
風

和
光
市
民
ネ
ッ
ト

民

主

党

社
会
民
主
党

議決結果

和光市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例を
定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

市長及び副市長の給与等に関する条例の一部を改正する条例を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

和光市教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例を定めること
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例を定めることについて ○ × ○ ○ ○ ○ × 原案可決

3月 定 例 会 の 開 催 予 定市議会議員会派構成
緑 風 会 堀文雄　　　　栗原次男

田中貴和子　　齊藤秀雄
日本共産党 佐久間美代子　吉田けさみ

熊谷二郎　　　上野君子
公 明 党 阿部かをる　　山口慶子

村田富士子　　斉藤克己
新 し い 風 須貝郁子　　　井上航

西川政晴
和光市民ネット 荻野比登美　　並木修二
民 主 党 菅原満
社会民主党 山本軍四郎
議 長 野口保（会派に属せず）

■委　員　長 斉藤克己
■副委員長 吉田けさみ
■委　　員 並木修二　　齊藤秀雄

井上航
山本軍四郎　菅原満

2月� 27日日 本会議開会
施政方針に対する質疑

28日月 提案説明
3月 4日金 議案質疑

7日月〜10日木 常任委員会
11日金・14日月・
16日水〜18日金 一般質問

24日木 委員長報告・質疑
25日金 本会議閉会

開会時間は9：00です。傍聴ぜ
ひ
!! にいらしてください。
※�正式な日程は2月24日（木）開催の議会運営委員会で決定
する予定です。
※請願・陳情の締め切りは2月23日（水）15:00の予定です。

詳しくは、議会事務局までお問い合わせください。
☎424-9108（ダイヤルイン）

3
月
定
例
会
は
日
曜
日
に
開
会
し
ま
す

請願

陳情   

請願第 3号【採択】
和光市駅より光が丘駅及び西高島平
駅に通じるバスの運行に関する請願
　和光市駅発の光が丘駅及び西高島
平駅行き、その逆の順路等、または国
際興行バスや東武バス、西武バスの
それぞれの駅への延伸運行などの乗
り合いバスの運行の実現を求めます。

請願第 4号【不採択】
最低保障年金制度の制定に関する意
見書の提出を求める請願
　現在の無年金・低年金者に適用す
る最低保障年金制度をただちに制定
することを求めます。

請願第 5号【不採択】
後期高齢者医療制度の廃止に関する
意見書の提出を求める請願
　もとの老人医療制度に戻すこと、
国民健康保険への国庫負担金を増額
するなど財源措置を講ずること、75
歳以上の医療費の窓口負担を廃止
し、70 歳から 74 歳の医療費窓口負
担を原則1割とすることを求めます。

陳情第 9号【採択】
防犯街路灯設置に関する陳情
　和光市立第三中学校敷地と諏訪原
団地をはさむ道路の歩道に地域防犯を
目的とした街路灯の設置を求めます。

1月14日（金）に都留文科大学講師・多
摩住民自治研究所理事長、大和田一
紘氏をお招きし、議員会主催による

「財政を学ぶ心構え・分析方法につい
て」の研修会を開催しました。

～議員研修会を開催しました～

平成22年12月定例会
 会派名

市長提出議案

緑

風

会

日
本
共
産
党

公

明

党

新
し
い
風

和
光
市
民
ネ
ッ
ト

民

主

党

社
会
民
主
党

議決結果

第四次和光市総合振興計画基本構想を定めることについて
修正案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

修正可決
原　案 ○ × ○ ○ ○ ○ ×

埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

和光市部設置条例の一部を改正する条例を定めることについて
修正案 ○ ○ ○ × ○ × ○

修正可決
原　案 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

和光市国民健康保険税条例の一部を改正する条例を定めることについて ○ ○ ○ × ○ × ○ 継続審査

和光市勤労青少年ホーム条例の一部を改正する条例を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

和光市下水道条例の一部を改正する条例を定めることについて ○ × ○ ○ ○ ○ × 原案可決

和光市勤労福祉センターの管理を行わせる指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成22年度埼玉県和光市一般会計補正予算（第3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成22年度埼玉県和光市国民健康保険特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成22年度埼玉県和光市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

平成22年度埼玉県和光市介護保険特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議員提出議案

和光市議会基本条例を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

和光市議会会議規則の一部を改正する規則を定めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

【請願・陳情】

和光市駅より光が丘駅及び西高島平駅に通じるバスの運行に関する請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採 択

最低保障年金制度の制定に関する意見書の提出を求める請願 × ○ × × × ○ ○ 不 採 択

後期高齢者医療制度の廃止に関する意見書の提出を求める請願 × ○ × × × × ○ 不 採 択

防犯街路灯設置に関する陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採 択


